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評価値
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※PDCAサイクルとは、Plan(計画)・Do(実行)・Check(評価)・Action(改善)を繰り返すことによって、業務を継続的に改善していく手法のことです。

［令和6年3月実施］

1.児童と支援者の関係 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 非該当

(1)本人又は保護者の意志を尊重し、常に利用児童の立場に立って

　行うよう意識している。

2.保護者と支援者の関係 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 非該当

(1)児童が抱える課題を把握している。

(2)児童が置かれている環境を確認している。

(3)児童に対する家族等の支援ニーズを把握し ている。

　

3.関係機関との連携 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 非該当

(1)児童の心身の状況及び環境等に応じ、適切なサービスが多様な事業者


から総合的かつ効率的に提供されるよう配慮している。

(2)提供されるサービス等が特定の種類又は特定のサービス事業を行う者に

不当に偏ることのないよう、公正中立に実施している。
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自己達成評価

〇

評価基準 記入日 所属 評価項目

評価項目について、最後まで取り組み高い成果を上げた
療育支援係 6

評価項目について、最後まで取り組み業務を遂行した。

評価項目について、計画的に進められＰＤＣＡを実践した。

評価項目について、やや問題がありＰＤＣＡが十分にできなかった。 評価対
象年度

R5年度
評価項目について、スケジュールの確認など実践の管理ができなかった。
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